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学会活動の 回顧 と展望

　今後は さまざまな活動を通 し て被服整理学とい う分

野 が広 く社 会に 認知さ れ る よ う，他分野 領域 との 共同

研 究 ，
ベ テ ラ ン と若手 部会員 が 互 い に 知恵 を 出 し合 い

活 発 に研 究活動が で きる 開 か れ た 部会 と して 発展する

こ と を期待 した い ．
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民 俗 服 飾 部 会

部会長 村 田 陽 子

　昭和 43 （1968）年民俗 服飾研 究 を 志す 中嶋朝子 氏

ほ か を中心 とす る有志が ，「民俗服飾研 究委員会」 を

構想 し，小川安朗会長 の もとに発足 をみた．以降，国

内外 に フ ィ
ール ドワ ーク を中心に ，地域 に発生 し多様

な生活条件に対応 しなが ら独 自に発展 し た服飾の実態

を把握 し，考察 を重ねて きた ．前回報告ま で の 30 年

間 に国内 はほ ぼ 二 巡 した の で 視 点 を変 え， ま と ま りあ

る地域 に共通 の テ
ー

マ を設定 した実態調査 と した ．

　平成 10 （1998）年〜ユ1 （1999）年は ，黒潮が 運 ぶ

海の 幸と服飾を テ
ー

マ に ，黒 潮と共に太平洋沿岸に押

し寄せ る鰯 ・鰹漁が 生 ん だ万祝に代表され る海 の 服飾

に つ い て伝播 ・変遷 ・地域 性な ど を確認 し た ．平成

12 （2000）年は ，信 州
・
飛騨 諸街道にみ る服飾 と し，

中山道 ・
北 国街道 な どの 要衡 や 宿場町 に お い て街道 が

育て た服飾文化 を探 っ た．続い て 「近代 の 布」 と題 し，

明治以降，近代工 業の発展ととも に我 々 に提供 された

各種各様の 衣料素材 もそ の役 目 を終え，身近 か ら消え

つ つ ある の で ，それ らの 果た した働 きと恩恵 を改め て

確か め る べ く，第
一

回銘仙，第二 回 モ ス リ ン ，第三 回

続 モ ス リ ン と 染 め 木綿，第四 回紡績糸 ・絣 ・絣文様 の

世界 ， 第五 回縮緬 とそ の 展開，第六 回起毛織物の い ろ

い ろ とい うテ
ー

マ を設け，6 年をかけて 調査 ・研究 し

た．部会員柑互 に更な る研究へ の 刺激を受け，意欲 を

か きた て ら れ た こ とで あ っ た ．平 成 19年度 以降は ，

見学会に切 りか え，総会 ・研究発表会に続け て 研修 を

実施する こ とと した ．見学先は 再訪 もあ っ たが参加者

の 多 くは初訪で あ り，そ れ ぞれ の 見学先にお い て も見

せ 方，説明な ど に進化が見 られ，よ り広 く深 い 知識 と

理 解を得る こ とが で きた ．

　 また，グ ル
ー

プ別 に研究課題 を選 び，そ の 成果 を各

年 の 研究発表会に お い て 口 述発表 し，論集に掲載 して

い る が ，麻グ ル
ー

プは 関東の
一

部 を除 き，ほ ぼ全県 の

調査 を完 了 して い る．

　 しか し
一

方 で は，近年 の 大学 に お け る被服関連 学科

の 凋落 は 凄 ま じ く会員数は 減少 し続け，か つ ，現役教

員数 も僅 少 と な り部 会 の 存続 は 困難 にな っ た ．平成

20 年度総 会 に お い て 今 後 の 運営に つ き討 議 を重 ね た

結果，本年度を最後に部会活動に終止符を打 ち解散す

る こ とを決定 した．部会結成以 来 40 年，何か とご指

導ご支援を い ただ い た 日本家政学会本部お よび諸先輩

方 に対 し衷心 か らの 謝意 を申 し上 げつ つ
， 日本家政学

会 60周年記念号部会活動報告 と した い ．

　以 下 に こ の 10年間 の 活動内容 を 工．部会長　2，部

会総会 ・研究発表会 ・講演会　3。研修会お よび セ ミ

ナ ー記録　4．見学会　5，民俗服飾研究論集に分けて

記述す る ．

　 1．部会長

　徳永幾久　平成 4〜18年

　村田 陽子　平成 19〜21年

　 2。部会総会 ・研究発表会 ・講演会

　平成 10年 l！月 29 日 （東京家政学院 中
・高校舎）

研 究発表 7件，九州及び 三 陸か ら房総地区研究調査報

告 7件，平成 11 年 12 月 5 凵 （東京家政学院中
・高校

舎）研究発表 7件，駿河 ・伊勢 ・近江地区研究調査報

告 2件，講演会 「奥三河の 旧商家の 実態一古橋家を中

心 に一」元 R本風俗史学会会長　芳賀登，平成 12 年

12月 10 日 （大妻 女子大学）研 究発表 4 件 ，信 州 ・飛

騨 諸街 道地区研 究調査報告 6件，講演会 「近代 庶民 の

和服事情」服飾研 究家　笹 岡洋
一，平成 13年 12 月 2

日 （共 立女子大学）研究発表 6 件，講演会 「明治 ・大

正 ・昭和 の き もの に み る銘仙」服飾研究家　 Ili下悦子，

平成 14年 12月 8 日 （共立女 子 大学）研 究 発表 4 件，

講演 会 「モ ス リ ン 友禅 を中心 とした京都の 染色業」京

都 市 染織 試 験 場　野 崎 邦 雄，平成 15 年 12 月 14 日

（共立女子大学）研 究発表 4 件，講演 会 「近代 の 布 と

きもの
一

再生 へ の 着想 と着装
一

」フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ

ナ
ー
　赤 野安，平 成 16 年 12月 14 日 （共立女子大学）

研究発 表 3件，講 演会 「ニ コ ニ コ 絣 を収集 して 一庶民
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の 思潮 と綿染 絣
一

」東京芸術大学大学院　北田 正 弘，

平成 17年 12 月 ll 日 （共立女子大学）研究発表 3件，

講演 会 「縮緬雑考」服飾研究家　笹岡洋
一

，平成 18

年 12 月 10 日 （共立女子大学）研 究発表 2 件 ，講演会

「17〜19世紀 ヨ
ーロ ッ パ に おけ る 捺染 の 展 開」文化女

子大学　辻 ます み，平成 19年 9 月 13 日 （東北福祉 大

学）研究発表 2 件，講演会 「芹沢銓介の型染 と生 活工

芸」東北福祉大学 ・芹沢銓介美術工 芸館　濱田淑子，

平成 20 年 9 月 5 日 （山形 県郷 土 館 文翔館）研究発 表

1件，講演 会 「山形 の 青苧の 生活文化 と現代の 取組」

東北 芸術 工 科大学 東北 文化研究 セ ン タ
ー
　菊地和 博

　 3．研修会お よび セ ミナ
ー

記録

　く研修会〉平成 10年 8 月 25〜29 日　 「鰯の くる海，

三 陸か ら房総へ 」東北 ・関東 （水沢 ・大船渡 ・陸前高

田
・気仙沼 ・松島 ・

双菓 ・日立 ・犬吠埼 ・館山）博物

館 ・工 房 等 12ヵ 所 見学 ，平 成 11年 8 月 23〜27 日

「鰹 ・鮑 の 海か ら湖東近江へ 」関東 ・東海研修 （焼津 ・

掛川
・舞坂 ・日 間賀島 ・松阪 ・伊勢 ・奏荘 ・五 個荘 ・

近江八 幡）博物館 ・工 房等 14 ヵ所見学，平成 12 年 8

月 22〜25 日 「信 州 ・飛騨 諸街道 にみる服飾」 中部研

修 （鬼無里 ・須坂 ・松本 ・岡谷 ・下諏訪 ・飛騨高山）

博物館等 10 カ 所見学

　 く セ ミ ナ ー〉平成 13 年 8 月 21〜22 日 「近代の布第

1 回銘仙」 ア ル カ デ ィ ア市 ヶ 谷，講演 「明治以降の 銘

仙 の 生 産 と 流通 に つ い て 」 群馬県繊維 工 業試験場 　新

井正 直，「近代 文学 にみ る銘仙 に つ い て 」笹岡洋
一
，

「近代 の 衣 生活 と銘仙 の 存在 意義」徳永幾久，平成 14

年 8 月 23〜24 日 「近代 の布第 2 回 モ ス リ ン 」ア ル カ

デ ィ ア市 ケ 谷，講演 「モ ス リン の 歴 史と 日本 へ の 導人
・

普 及 を め ぐっ て 」 目白短期大学　先川 直子，「モ ス リ

ン の 生 産 と流 通」 元 日本毛織　藤尾 正 己，平成 15年

8 月 28〜29 円 「近代の布第 3 回続 モ ス リ ン と染 め木

綿」 日本毛織 （
一
宮工 場 ・創作工 房），「毛織物新素材

開発」 日本毛織　松井進，「三 河木綿産地 の 今昔」三

河木綿研 究家　 白井政 二 ，「日本毛織 モ ス リ ン 資料 と

ヨ ーロ ッ パ 織物 コ レ ク シ ョ ン 」元 日本毛織　藤尾正己

他，平成 16年 8 月 26〜27 日 「近代の布第 4 回紡績糸 ・

絣 ・絣文様 の 世界 」群馬県繊維工業試験場 ・足利工業

高校 ・邑楽町公 民館 ・
中野絣資料館 ・桐生織塾 ，「両

毛産地 に お け る織物生産の 概要に つ い て 」群馬県繊維

⊥業試験場　新井正直 ，「工業 資料 館資料 に つ い て 」

足利工 業高校　茂木賢
一

，「中野絣に つ い て 」 中野絣

保存会 　小 久保 シ ズ 子，「武藤和 夫染織 コ レ ク シ ョ ン 」

桐生織塾 　武藤和 夫 ，平 成 17 年 8月 29〜30 日 「近代

の布第 5 回縮緬 と そ の 展開」 ル ビ ノ 京都 堀川 ， 塩野屋 ，

伊達美術，「縮緬 と そ の 展 開
一

歴 史的概要 」西 陣織 物

館　藤井健三 ，「丹後の 縮緬」京都府織物 ・機械 金属

振 興 セ ン タ
ー
　高橋茂 夫，平成 ユ8 年 8 月 28〜29 日

「近代 の 布第 6 回起毛織物の い ろ い ろ」ホ テ ル アバ ロ
ー

ム 紀ノ国，泉大津市織物館，和歌山染 T．，妙中パ イ ル ，

高野 ロパ イ ル織物，講演 「日本におけ る起毛織物 の 変

遷一産業 ・経済 の 視点か ら」広 島経済大学　高嶋雅 明

　 4．見学会

　平成 19年 8 月 13〜14 口芹沢鈷介美術工芸館，仙台

市博物館 「京の 優雅
一

小袖と屏風
一

千總 コ レ ク シ ョ ン 」

講演 「京の優雅　老舗の美意識」京都国立 博物館　切

畑健，平成 20年 9 月 5〜6 日小松織物工 房 （白鷹米琉

板締小絣）小松紀 夫 ， 古代織 参考館　山村 洋子，新田

織物 （米織 ・紅花 染）新 田英行

　 5，民俗服飾研 究論 集 （年度 は発行年，研 究報告論

文）

　 第 11集 （平 成 10年）「秋田県在方商人 の 生成 と発

展一縞木綿 を中心に一」徳永幾久，「地方文書か ら み

た庶民 の 衣 服」石 川妙 子 ，「埼 玉県 の 麻 につ い て 」 塩

田 公子 ・正地里江 ・岡野和 了，「茨城県の 麻 に つ い て 」

村 III陽子，「宮城 県の 麻 に つ い て」松 田 知 子 ・遠藤時

子 ・村田陽子，「ア メ リ カ ン ・キ ル トの文様 に つ い て」

玉田真紀，「台湾先住民の 衣文化一ブ ヌ ン 族女性 の 析

り と手わ ざ一
」藤 弘洋子 ，「蝶飛 ん で 文 化を の こす一

ア ジ ア の 服飾文化 か ら
一

」 徳永幾久，「民俗 服飾 の 生

態 に つ い て 」徳 永幾久 ，第 12 集 （平成 11 年）「伊達

政宗所用白絹縮地雪薄七 つ 紋．単衣 に つ い て 」石川妙子，

「小袖 に お ける ド前裾文に つ い て
一

特に 墓 の 格式 との

関連 を 主 と して 」徳永 幾久，「ア メ リ カ ン ・キ ル トの

芯 と詰め物 に つ い て」玉田真紀，「長野県の 麻に つ い

て一
北部地方」中村や よ江 ・

岡野和子，「亜麻 に つ い

て 」妹尾 清子 ，「丹波布 に つ い て
一

技術 の 伝承 」吉田

扇，1海 に かか わ る 麻製 品につ い て 」塩田公子 ，「家紋

に つ い て 」 遠藤 時予 ，第 13 集 （平成 12 年）「服飾印

文 に み る 五 芒墨 に つ い て
一

旧．ヒ杉士 族 ・紅花商家 に み

る」徳永幾久 ，「徳 川実紀 に み る伊達政宗 と徳川三 代」

石川妙子，「日本 の 麻 と韓国 の麻」村出 陽子，「ア メ リ

カ ン ・キ ル ト と キ リ ス ト教 の 信仰 と の 関 わ りに つ い て 」

玉 田真紀，「小学 生 の 洋装化一高崎 ・前橋地域 に おけ

る産業形態 を中心 と して」末久真理子 ・酒井哲也，第

14 集 （平 成 13年）「服飾生成 に つ い て の
一一
考察

一
傘

福 ・背守 りへ の 移行 を例 と し て」徳永幾久，「重 ね衣

裳の 文化 を考 え る
一

結婚衣裳を対象と して 」徳永幾久，
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「大名家 の 婚礼 調度 と して の 洗 い 張 り道具 の 意義」石

川 妙子，「岐阜・県 の 麻に つ い て」村田 陽子，「ア メ リ カ

ン ・キ ル トの 星文様 に つ い て」玉 田真紀，「岡谷市 の

製糸お よび琴糸」妹尾清子 ，第 15集 （平成 14 年）

「銘仙 とそ の 製造技術の変遷」新井正 直，「銘仙の周辺」

笹岡洋
一

，「愛知県の 麻につ い て」村田陽子 ，「ア メ リ

カ に お け る 絹 の キ ル トの特色 に つ い て」 玉田真紀，

「家紋 を背負 っ て 寝 る家長習俗」徳永幾 久，第 16 集

（平成 15年）「三重県の 麻 に つ い て」村田陽子，「ア メ

リ カ ン ・キ ル トの 薔薇文様 に つ い て 」玉 田 真紀，「子

供 の 着物の 文様 か ら見え る もの一明治 ・大正 ・
昭和の

男児衣服 を対象に 」 百合草孝子，「近世の 綿織物一小

倉織」冨氣久江 ，「幼児衣服 に み る背守 りの シ ン ボ ル

性
一

紅 花 商 人 の 子女衣服 を例 とし て」徳 永幾 久 ， 第

17集 （平成 16 年）「滋賀県の麻 に つ い て」村田陽子，

「子供 の 着物 の 文様か ら見える もの
一明治 ・大正 ・

昭

和 の 女児衣服 を 対象 に 」百合草 孝子 ，「カ ナ ダ ・ノ バ

ス コ シ ア 州 に お ける ター
タ ン キル ト

ーハ リ フ ァ ッ ク ス

市を中心 に」斉藤祥子 ，「日本 の は きもの 下駄 に つ い

て の 雑考」山水 きぬ ，第 18集 （平成 18年）「通称 ニ

コ ニ コ 緋に見る木綿捺染絣技術の 発達 と産地」新井正

直 ， 「収集下駄 の 考証」山水 きぬ
， 「丹波布の 再 生」吉

田　扇，「岡山 の 織物
一
鳥城紬」冨氣久江 ， 「京都府 の

麻に つ い て 」村田陽子，「思想 の 形象化 ・服 飾化 の 事

例 と し て の 衣服文様 に つ い て 」徳永幾久，第 19 集

（平成 20 年）「丹後の縮緬」高橋茂夫，「鹿児島 ・宮崎 ・

大分各県に お ける麻 の利用状 況調査」妹尾 清子，「奈

良県 の 麻につ い て1 村田陽子

住　居　学　部　会

部会長 申 島 喜 代 子

　平成 10年 〜19 年 の 10年 間 は，地 球環境 問題 の 認

識 の 拡大 ，少子 高齢化 の さらなる進展が あ っ た時期 で

ある ．また，政 治思潮 に お い て は ，小泉政権 の 新 白由

主義が ，最盛期 を迎 えた時代で もある ．

　住 生 活面 で も多 くの 問 題 が 現 れ て い る ．欠陥住宅問

題，マ ン シ ョ ン 建て 替 え問題 シ ッ クハ ウス
， 耐 震偽

装問題等で ある．こ れ らの 問題対策 の た め ，住政策面

で も処 理 に 追 わ れ て い る ，平成 12 年 の 住宅 の 品質確

保 の 促 進等 に 関す る法律，平成 13年の高齢者 の居住

の 安 定確保 に 関す る法律，平成 14 年 の マ ン シ ョ ン の

建て 替え の 円滑化等 に 関す る法律，平成 18年の住生

活基本法，平成 19 年の改正建築基準法 （耐震審査強

化等）で ある ．こ れ らの 閏題の 根底に民 間活用 ，ス トッ

ク 重視，環境重視，高齢者重視等 の 共通 した視点があ

る ．

　こ れ ら の 問題 に 対 して ，住居学部 会 も問題 認識 を共

有 し， 活動を行 っ て い る，こ の 間の住居学部会の動 き

を，年次 を追 っ て まとめ る と，以 下 の ように な る．

　1．住居学部会 の 動向

　（1） 平 成 10年度 （1998年）

　部 会長 　沖 田富美 子，1998年 5 月 31 日 （日） に 日

本女子大学で 行わ れ た．

　総会で は ，1997年度 に 住居学部会 に 対す る ア ン ケ
ー

トの結果 に よ る今後の 住居学部会 の 存続及 び 意義 に つ

い て 再確認 を行 っ た．ア ン ケ ・．一ト時提案 の あ っ た 部会

運営 に あた っ て は，こ れ まで の 学校 （住居学科 の 名称

の あ る ）単位 の 運営だ けで な く，地域的 に ま と ま っ て

運営 し て い く方針を と る こ との 確認 を行 っ た．

　 なお平成 11，12年度 （1期 2 年） は，関西地域 の

会員 に運営 して い た だ くこ と に 決定，部会長 を北浦か

ほ る 氏 （大阪市立大）に 決定 した ．日本学術会議研究

連絡委員 会中 島明 子氏 （目白短大） よ り 17 期住環境

分野の 取 りくみ の 説明 と研究参加へ の 報告が行われた．

　「住田 先 生，梁瀬 先生 ，小川先生 を囲ん で お話を聞

く」会を行 っ た。現在の教育の 立場．環境，御出身が

そ れぞれ異な る 3人 の 住居学をリ
ー

ドして きて い ただ

い た 先輩か ら，住居学に対す る考え，研究 の きっ かけ

や研 究 に 対す る態度，こ れか らの 住居学 に 対 す る 思 い

な ど，多 くの 示唆 の こ め られたお話 を聞 くこ とがで き

た，

　（2） 平成 11年度 （1999年）

　部会長　北浦か ほ る ，1999年 5 月 29 日（土 ）に名

古屋 の 名城大学で 行わ れ た ，

テ ー
マ ：21 世紀 に 向け て の 新 しい 住まい 方

　多世代共 生 型住宅 「アプラ ン ドル 向山」 の 例 か ら

一大家族で 暮 らす ・発想は ホ テ ル t雰 囲気は 一
軒家

一

　講師 ：  さ ん わ 専務取締役 岩城隆就氏

　「ア プ ラ ン ド ル 向 山」 は 1997 年 に 設 立 され た

45LDK の 多世代 共生 型住宅で ある ．「45 の 専用 個室

の 発 想 は ホ テ ル か らと っ て い る わ け で すが ，雰囲気は
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